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阿
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部 憲
けんいち

一 議員

町
民
の
扱
い
を
公
平
に

ト
リ
チ
ウ
ム

避
難
住
民
に
対
す
る
不
公
平
さ
解
消
を

町
長
／
税
負
担
の
公
正
性
は
適
切
に
対
応
さ
れ
て
い
る

健
康
リ
ス
ク
の
認
識
は

町
長
／
極
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る

阿
部
…
町
は
路
線
バ
ス
３

コ
ー
ス
と
デ
マ
ン
ド
交
通

を
組
み
合
わ
せ
た
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
Ｅ
を
今
年
運
行
し
ま
し

た
。

　

帰
還
者
は
交
通
の
足
を

こ
う
し
て
享
受
で
き
ま
す
。

　

他
方
、
避
難
者
は
高
齢

者
も
自
宅
か
ら
病
院
と
の

往
復
等
で
交
通
機
関
が
無

料
ま
た
は
安
価
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま

せ
ん
、
同
じ
く
広
野
町
に

納
税
し
て
い
な
が
ら
実
に

不
公
平
で
す
。

　

私
は
こ
う
し
た
不
公
平

の
事
案
の
解
消
を
こ
れ
ま

で
何
度
も
町
長
に
求
め
て

来
た
が
、
町
長
は
何
ら
対

応
す
る
つ
も
り
が
あ
り
ま

阿
部
…
町
長
は
県
内
の
多

数
の
議
会
が
汚
染
水
の
放

出
に
反
対
の
決
議
を
し
た

頃
は
放
出
反
対
の
考
え

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る

が
、
今
で
は
賛
成
す
る
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
変
節
し
た
の
で
す
か
。

町
長
…
処
理
水
の
海
洋
放

出
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
、

農
業
者
な
ど
へ
の
丁
寧
な

説
明
が
不
十
分
と
の
現
状

を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
な

ど
の
国
際
機
関
に
よ
る
科

学
的
根
拠
に
基
づ
く
理
解

醸
成
を
図
る
こ
と
、
丁
寧

な
説
明
、
発
信
が
重
要
と

要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

反
対
の
意
志
は
示
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

国
政
の
動
き
を
注
視
し

な
が
ら
、
国
の
責
任
に
お

い
て
処
理
水
の
安
全
対
策

及
び
風
評
対
策
を
万
全
に

実
施
し
、
放
出
後
の
風
評

を
起
こ
さ
せ
な
い
風
評
対

応
を
念
頭
に
、
福
島
の
復

興
を
前
進
さ
せ
る
た
め

「
賛
成
」
の
意
思
を
示
し

た
も
の
で
す
。

せ
ん
。

　

町
長
は
そ
う
し
た
卑
劣

を
や
め
て
、
避
難
住
民
に

何
か
し
ら
の
経
済
支
援
を

図
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
。

町
長
…
被
災
市
町
村
の
避

難
者
の
生
活
支
援
と
し
て
、

「
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
る
災
害
に
対
処
す
る

た
め
の
避
難
住
民
に
係
る

事
務
処
理
の
特
例
及
び
住

所
移
転
者
に
係
る
措
置
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

避
難
先
に
お
い
て
適
切
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
税
負

担
の
公
平
性
は
適
切
に
対

応
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿
部
…
地
域
振
興
券
・
電

気
水
道
等
給
付
金
は
、
発

災
後
に
町
に
転
入
届
を
出

し
て
も
、
居
住
実
態
が

あ
っ
て
発
災
前
に
居
住
し

て
い
た
と
町
が
認
め
た
町

民
は
支
給
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

仮
設
住
宅
の
入
居
条
件

阿
部
…
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド

原
子
炉
火
災
事
故
（
１
９

５
７
）
で
は
今
回
の
事
故

よ
り
も
主
要
核
種
の
放
出

が
２
・
３
桁
小
さ
い
の
に

海
沿
い
か
ら
内
陸
10
㎞
程

に
か
け
て
周
辺
地
域
の
子

供
の
白
血
病
が
や
が
て
９

～
10
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
原
因
の
一
つ
に
ト

リ
チ
ウ
ム
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ト
リ
チ
ウ
ム
は
体
内
に

入
る
と
そ
の
約
３
％
が
全

身
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
内
の

水
素
や
塩
基
同
士
を
繋
ぐ

水
素
と
入
れ
替
わ
っ
て
遺

伝
情
報
を
書
き
換
え
、
更

に
そ
こ
で
β
線
を
放
っ
て

周
囲
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
も
ボ
ロ
ボ

ロ
に
し
ま
す
。

　

こ
れ
が
ト
リ
チ
ウ
ム
の

リ
ス
ク
の
本
質
で
、
白
血

病
に
繋
が
り
ま
す
。

　

以
上
は
以
前
に
一
般
質

問
で
説
明
し
た
が
、
町
長

は
キ
チ
ン
と
認
識
が
あ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

も
、
被
災
者
支
援
金
の
条

件
も
、
国
保
の
支
払
い
条

件
も
、
全
て
こ
の
見
解
で

統
一
さ
れ
て
お
り
、
総
務

省
も
義
務
・
権
利
の
発
生

は
基
本
的
に
遡
及
日
に
な

る
と
の
見
解
で
す
。

　

町
長
は
支
払
い
を
拒
否

す
る
法
的
根
拠
が
あ
る
の

で
す
か
。

町
長
…
地
域
振
興
券
及
び

電
気
・
水
道
料
等
生
活
支

援
給
付
金
は
、
広
野
町
の

住
民
と
し
て
「
帰
還
」「
生

活
再
建
」
等
の
支
援
を
目

的
と
す
る
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
支
給
対
象
者
と

し
て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
受
け
る
権
利
が

保
障
さ
れ
る
「
住
民
」
で

あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
要
綱
に
定
め
た

要
件
を
全
て
満
た
す
町
民

に
限
ら
れ
ま
す
。

　

居
住
の
実
態
や
支
給
要

件
に
関
し
了
承
い
た
だ
け

な
い
場
合
は
、
申
立
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
判
定

委
員
会
に
お
い
て
可
否
を

決
定
し
て
き
ま
し
た
。

町
長
…
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド

原
子
炉
火
災
に
お
け
る

「
ブ
ラ
ッ
ク
レ
ポ
ー
ト
」

に
よ
る
と
約
30
年
間
に
10

歳
未
満
の
白
血
病
の
症
例

が
５
例
あ
り
、
平
均
期
待

値
の
９
か
ら
10
倍
で
あ
っ

た
と
す
る
報
告
は
、
対
象

人
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら

統
計
的
に
放
射
能
と
の
因

果
関
係
を
説
明
で
き
て
い

ま
せ
ん
。

　

ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
水

は
、
生
物
学
的
半
減
期
が

10
日
で
、
体
内
に
取
り
込

ん
だ
場
合
で
も
速
や
か
に

体
外
に
排
出
さ
れ
特
定
の

臓
器
に
蓄
積
し
ま
せ
ん
。　

　

ト
リ
チ
ウ
ム
が
放
出
す

る
β
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

紙
で
遮
蔽
で
き
、
液
中
で

は
５
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
し
か

進
行
で
き
ま
せ
ん
。

　

放
射
性
物
質
の
生
物
影

響
は
濃
度
と
暴
露
時
間
に

依
存
す
る
た
め
、
今
回
放

出
さ
れ
る
低
濃
度
の
ト
リ

チ
ウ
ム
に
よ
る
健
康
リ
ス

ク
は
極
め
て
低
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

北
きたごう

郷 伯
みちひろ

弘 議員

新
聞
社
の
調
査

文
化
交
流
施
設

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
化
の
推
進

海
洋
放
出
「
賛
成
」
回
答
の
理
由
は

町
長
／
被
災
地
復
興
の
前
進
に
不
可
欠

ひ
ろ
の
未
来
館
の
利
用
状
況
は

教
育
長
／
開
館
か
ら
４
８
８
８
人
が
利
用

現
在
の
状
況
と
今
後
の
方
針
は

町
長
／
策
定
し
た
計
画
を
全
庁
的
に
取
り
組
む

北
郷
…
８
月
24
日
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
に
お

い
て
、
国
の
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
の
処
分
に
関
す
る

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
海

洋
放
出
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
日
の
福
島
民
報
社
の

首
長
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い

て
町
長
は
海
洋
放
出
に
賛

成
と
の
回
答
で
し
た
。

　

町
長
の
意
見
を
伺
い
ま

す
。

北
郷
…
広
野
町
文
化
交
流

施
設
（
ひ
ろ
の
未
来
館
）

が
令
和
４
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
が
、
来
館
、

利
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

北
郷
…
広
野
町
は
令
和
３

年
３
月
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
表
明

し
、「
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。

　

ま
ち
全
体
の
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
化
に
取
り
組
む
中
で
、

公
共
分
野
の
率
先
し
た
取

組
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

排
出
さ
れ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
実
態
や
削
減
目
標

等
に
つ
い
て
、
現
在
の
取

組
状
況
と
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
…
原
子
力
被
災
地
復

興
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る

た
め
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
廃
炉
工
程
の
進

捗
が
不
可
欠
で
あ
り
、
処

理
水
の
海
洋
放
出
は
避
け

て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、

海
洋
放
出
が
安
全
性
の
確

保
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
風
評
対
策
等
を
万
全
に

講
じ
、
国
民
及
び
国
際
社

会
の
理
解
の
下
実
施
さ
れ

る
べ
き
と
捉
え
、
放
出
後

の
風
評
を
起
こ
さ
せ
な
い

風
評
対
応
を
念
頭
に
、
福

島
復
興
を
前
進
さ
せ
る
た

め
「
賛
成
」
の
意
思
を
示

し
た
も
の
で
す
。

教
育
長
…
来
館
状
況
に
つ

い
て
は
、
開
館
か
ら
令
和

５
年
８
月
31
日
ま
で
、
延

べ
４
８
８
８
人
、
町
内
外

の
方
々
に
来
館
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

活
用
状
況
と
し
て
は
、

１
階 

文
化
活
動
交
流
室

は
、
主
に
中
学
生
・
高
校

生
の
自
習
や
学
校
活
動
な

ど
に
利
用
さ
れ
、
２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
各
種

会
議
、
研
修
、
社
交
ダ
ン

ス
の
練
習
場
な
ど
、
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
長
…
「
２
０
５
０
年
Ｃ

Ｏ
２

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
の

実
現
に
向
け
、
町
内
に
お

け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
削
減
等
を
推
進
す
る

た
め
の
総
合
的
な
計
画
と

し
て
、
２
０
２
３
年
３
月

に
広
野
町
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
（
事
務
事
業

編
）
及
び
（
区
域
施
策
編
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

（
事
務
事
業
編
）
に
お

い
て
、
町
が
実
施
す
る
事

務
・
事
業
に
お
け
る
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
２
０

１
３
年
度
の
９
６
５
ト
ン

Ｃ
Ｏ
２

か
ら
、
２
０
３
０

年
度
ま
で
に
４
７
３
ト
ン

Ｃ
Ｏ
２

、
51
パ
ー
セ
ン
ト

削
減
を
目
指
し
、
２
０
３

０
年
度
ま
で
の
８
年
計
画

と
し
て
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
推
進
」、「
日

常
業
務
に
お
け
る
省
資

源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

の
推
進
」、「
Ｅ
Ｖ
車
導
入

と
移
動
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
推
進
」
の
３
つ
の

基
本
方
針
を
掲
げ
、
公
共

施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
ご
み
の
減
量
と
資
源

の
有
効
活
用
、
公
用
車
の

Ｅ
Ｖ
化
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

本
計
画
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
推
進
を
図
る
た

め
、
広
野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
推
進
会
議
な
ど
に
お
い

て
、
各
部
署
等
の
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
取
り

組
み
の
実
施
状
況
の
把
握

や
情
報
共
有
、
部
署
横

断
的
に
連
携
を
行
う
な
ど
、

全
庁
的
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ひろの未来館多目的ホール


